
 

  

県立五泉特別支援学校は 
「いじめ」を絶対に許しません！ 
「いじめ」を絶対に見逃しません！ 

この原稿を執筆している３月上旬から、卒業生の皆さんは２週間後の卒業式に向けて、

真剣な表情で証書を受ける練習に取り組んできました。その表情や仕草から引き締まっ

た緊張感が伝わってきて、体育館は何とも言えない澄んだ空気に包まれていました。 

 

 学校で行うそれぞれの行事には、独自の意義があります。卒業式については儀式的行

事としての意義があり、とても大切な日ととらえています。ですので、卒業式が意義深

くなるように、厳粛さや清新さが醸し出されるように努めています。そして、そのよう

な雰囲気の中で、それぞれの学部の課程を修了したことへの敬意や賞賛する気持ちが、

主役である卒業生の皆さんの心に十分に伝わってほしいと願っています。 

 

 さて、私から卒業生の皆さんにお願いしたいことがあります。それは、卒業式を貴重

な節目ととらえ、この機会に小学部の６年間、中学部、高等部の３年間で学んだ日々を

振り返り、自分の頑張りを大いにたたえてもらいたいということです。そして、これま

で頑張ってきたことを自信にして、新たな生活への確かなエネルギーにしてもらいたい

と思います。 

 

 卒業式を終え、このおたよりを読まれている卒業生の皆さん、保護者の皆様、関係の

皆様、ご卒業、本当におめでとうございました。卒業生の皆さんがこれから歩む日々が、

充実した毎日となることを職員一同心より祈念しています。 

 

  そして、在校生の皆さんも１年間大変頑張りました。４月から思い起こすと、たくさ

ん頑張ったことが思い出されることと思います。３学期の終業式を機に、自分にもお友

達にも大きな拍手をしてもらいたいと思います。そして４月からの 

新たな学習に、元気に取り組んでもらいたいと思います。 

 

  保護者の皆様、関係の皆様、今年度も温かいご支援をありがとうござ 

いました。いよいよ４月からは、本校と分校という形でスタートを切り 

ます。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。 
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「卒業式と終業式」 

                           学 校 長  大竹 嘉則 



子どもたちのきらめく授業の様子をご紹介します。      授業の「窓」 
 

 

 

 

 

 
小学部の「窓」 

小学部３・４年生は、朝の会で、係の子ども

たちが大活躍しています。毎日継続して取り組

むことで、「健康観察係」「天気係」「日付係」「予

定係」「給食係」の自分の仕事内容がよく分かり、

自信を持って笑顔で発表しています。各係の発

表の後は、元気いっぱいダンスをしてみんなで

盛り上がり、楽しい１日のスタートです。 

（文責：立川）       

 

 

 

中学部の「窓」 
  

「めざせ！新リーダー～中学部作業学習～」 

作業学習では、出勤札の準備と後片付けや会

の司会進行は、3 年生を中心に行ってきした。

2 月中旬から 2 年生がその役割を担い、3 年生

から教わりました。3 月からは 1，2 年生のみ

の作業となり、各班のメンバーも変わって、2

年生は新リーダーとして張り切っています。そ

の姿に 4 月からの最高学年としての自覚が芽

生えてきていることを感じます。      

 (文責：齋藤)  

 

 
 

 

高等部の「窓」 

修学旅行の事前学習では、調べたい見学先を

iPad や電話を使いながら調べました。詳しく調

べていく中で、いつしか「自分がみんなをガイ

ドする！」という気持ちが芽生え、体験の実演

をしたり写真のスライドを見せたりと様々な方

法で発表をしました。修学旅行は来年度に延期

となりましたが、学習を通して「自分で考え、

友達に伝える」ことが一人一人の自信につなが

りました。          

(文責：山田) 



～互いを思い合う、心あたたまる会に～ 

 ２月２１日・２２日の２日間、校内で三送会が行われました。

２１日のレクリエーションと音楽発表会では、好きなゲームや

スポーツ、音楽グループのバンド演奏を楽しみました。２２日の

セレモニーでは、３年生から力強い決意表明があり、それは在校

生に向けたメッセージでもあるようでした。高等部みんなで気

持ちを伝え合った素敵な２日間でした。 

（文責 中村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

学校では小学部５人、中学部８人、高等部９人の卒業生に対し、各学部で

工夫を凝らした「卒業生を送る会」を行いました。 

今号では、「卒業生を送る会特集」と題し、その様子を紹介いたします。

きらめく卒業生と、送る側として頑張った在校生をどうぞご覧ください。 

小学部 『６年生ありがとう会』  

～思い出に残る「ありがとう会」～ 

3月 2日に６年生ありがとう会を行いました。５年生

が会を運営し、１・２年生はチェケマッチョダンスで会

場を盛り上げ、３・４年生はゲーム係としてサイコロラ

ッキーゲームでみんなを楽しませながら、6年生へ感謝

の気持ちを伝えました。また、6年生からお礼のダンス

やサプライズプレゼントをもらい、思い出に残る会とな

りました。          

（文責 柄澤）               

 

 

～ありがとうの気持ちを込めて～ 

「３年生に『おめでとう・ありがとう・がんばってね』の気

持ちを伝えよう！」そんな投げかけから始まった三送会の事

前学習。在校生で協力し、準備を進めました。当日は、歌・ク

イズ・劇・ダンス・プレゼント。みんなの笑顔がたくさんあふ

れました。最後の学部行事、一人一人の胸に最高に素敵な思い

出がしっかりと刻まれました！ 

（文責 上田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部 『三年生を送る会』 
 

中学部 『三年生を送る会』  


